
 

第４回地域共生社会推進検討会 

令和元年７月５日 
参考資料 1 

構成員提出資料 
 

・知久構成員 ・・・１ 

・原田構成員 ・・・２ 

・室田構成員 ・・・５ 

 
 



 
 
＜論点４＞包括的な支援体制の整備のあり方について 

 
 １  包括的支援体制の構築において、このような自治体内における分野横断の議論や試  
  行錯誤を行えるようなプロセスの柔軟性を価値の一つとして位置づけ、新たな制度の  
  創設を検討する場合にも、自治体の裁量の幅を確保できるような設計とすべきと考え  
  るが、いかがか。  
 
 ２ その際、国による財政支援についても、  
  ・地域の多様なニーズに合わせて、分野・属性横断的に一体的・柔軟に活用すること  
   ができる  
  ・煩雑な事務処理を行うことなく支援を提供できる  
  など、一人ひとりのニーズや地域の個別性に基づいて、柔軟かつ円滑に支援が提供  
  できるような仕組みを検討すべきと考えるがいかがか。  
 
 ３ 同時に、現在の属性ごとの制度と比べて、自治体における事業の実施の支障となら  
  ないよう、経費の性格の維持など国による財政保障のあり方にも十分配意することが  
  必要と考えられるが、いかがか。  
 
 
 

 意 見  

 ○ ＜論点４＞包括的な支援体制の整備のあり方については、上記３点が  
   検討課題として提示されています。  
 
 ○ うち、１及び２については、異論がございません。  
 
 ○ ただし、３につきましては、国による属性別の財政支援スキーム（※）を  
   維持・拡大した上で、包括的な支援体制を全国的に整備するための新たな  
   安定的な恒久財源が必要であると考えます。  
 
   ※・地域支援事業交付金（介護）  
    ・地域生活支援事業費等補助金（障害）  
    ・子ども・子育て支援交付金（子ども）  
    ・生活困窮者自立支援負担金（生活困窮者） など  
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